
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊憶測を避け、事実を伝える 

   
□意識の有無 

□呼吸の有無 

□脈拍の有無  
〇気道確保 

〇胸骨圧迫 
〇AED使用 

〇止血 
 
◇患部の安静

◇保護と保温 
◇安心させる 

  

〇 校内放送で全校にブルー対応を知らせる。 
〇 アクションカード、ＡＥＤ、携帯電話、 

バインダーを持って、現場に急行する。 

職員室へ 保健室へ 

富士見丘小学校 救急体制と役割 

◎アクションカードを配り、分担を指示 

◎応急処置を交代させ、第一発見者 

から事故状況を確認 

① 現 場 リ ー ダ ー 

リーダーの隣

で時間・症状

等を記録 

⑨ 記 録 

心肺蘇生 

② 応急処置 

携帯で現場で通報 

④１１９番通報 

AED準備・使用 

③ AED手配 

門に待機 

⑧救急車

誘導 

記録をとる 

⑥目撃者から情報 

児童を遠ざける 

⑦児童誘導 

持ち物準備 

⑨救急車に乗る人 

保健調査（保健室）や 

指導資料（職員室）で 

連絡先確認 

⑤ 保護者連絡 

人を呼ぶ 時刻の確認・記録 容態の観察 

落ち着く 

連絡者 

心肺蘇生を開始 

 

第一発見者 事故発生 

Ｃ Ｄ 

Ａ 

Ｂ 

連携 

Ａ 
  

ブルーカードをもって 

  

〇 頭部・頸部損傷の場合は、動かさない 
〇 傷病者から離れず、意識・呼吸の確認 

なし・分からない 

応急措置を開始 
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１  意識がないとき 

２  呼吸、脈拍がないとき 

３  ショック症状が持続する場合 

４  多量の出血がある場合 

５  激痛が持続する場合 

６  けいれんが持続する場合 

７  著しい骨の変形をおこした場合 

８  大きな開放創がある場合 

９  広範囲の火傷をうけた場合 

10 頭部打撲で繰り返す嘔吐、知覚障害を伴う場合

（意識、視覚、聴覚、麻痺、しびれ等） 

１１ その他 

学校医  
◎内科校医 

山上 賢治 （拝島やまかみクリニック） 

〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 

〇歯科校医 

平田 順子 （わたなべ歯科医院） 

〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 

〇眼科校医 

小松 英樹 （小松眼科） 

〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 

〇耳鼻科校医 

前川 仁 （昭島駅前耳鼻咽喉科） 

〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 

〇学校薬剤師 

鏑木康之郎 （かぶら木薬局） 

〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇〇 

１ 「救急車をお願いします」 

火事か救急か、はっきり言う 

２ 昭島市立富士見丘小学校 

３ 昭島市福島町８９０番地 

４ ℡ ０４２－５４１－００５５ 

５ けがをした児童の年齢（学年）、 

性別、けがの状態、症状を伝える 

６ 負傷者が複数の場合は、人数を報

告 

７ 救急車が到着するまでの処置をきく 

   ＊誘導係として職員が門に出る 

８ 学校管理下、必ず職員が同乗する 

●救急車  １１９ 

●タクシー 

京王タクシー ０４２-５４３-９９６６ 

昭島交通    ０４２-５４１-０１０７ 

＊タクシー券は、保健室のミニバッグ 

●保護者に依頼 
 

〈学校から持っていくもの〉 

・児童保健調査票  

（保健室事務机の右の書類棚上段 

ガラス） 

・ミニバッグ  

（保健室の電話台にかけてある） 

・スポーツ振興センター書類 

（職員室養護机上） 

救急車要請のめやす １１９番 

連絡先 

☆受診が必要か、救急車を呼ぶか、判断を迷ったら ＃7119 
〇 ２４時間医療機関案内 ひまわり  03-5272-0303 

〇 昭島病院 042-546-3111 

〇 東京西徳洲会病院 042-500-4433 

〇 災害医療センター 042-526-5511 

〇 東海大学八王子病院 042-639-1111 

〇 都立小児総合医療センター 042-300-5111 

 


